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党中央政治局会議

田中 修

はじめに

7 月 31 日に、党中央政治局会議で下半期の経済政策が議論された。本稿では、その議論

の内容を紹介する。

今年に入り、国際政治経済環境は複雑で変化に富み、国内経済の発展が直面する困難は

増大している。各地方・各部門は党中央・国務院の正確な指導の下、安定の中に前進を求

めるという政策の総基調に基づき、経済の平穏で比較的速い発展の維持・経済構造の調整・

インフレ期待の管理の関係を正確に処理し、マクロ・コントロールを強化・改善し、事前

調整・微調整を強化しており、経済社会発展の全体情勢は良好である。

経済成長は予期した範囲内を維持しており、農業情勢は更に良好に向かい、物価上昇率

は反落し、経済構造調整は引き続き推進され、改革開放は不断に深化され、都市・農村住

民の生活は更に改善され、社会は調和のとれた安定を維持している。

同時に、わが国経済は多くの困難・試練に直面している。我々は経済運営における問題・

リスクを見て取り、憂患意識を強め、対応をしっかり準備しなければならないのみならず、

経済発展のファンダメンタルズが良好であることをも見て取り、責任意識を確実に強め、

経済政策をしっかり行うことへの自信を確固とし、経済が平穏で比較的速い発展を維持す

るよう促さなければならない。

下半期の経済政策は、科学的発展観を深く貫徹実施し、科学的発展を主題とし、経済発

展方式の転換加速を主線とし、安定の中に前進を求めるという政策の総基調を堅持し、安

定成長を更に重要と位置づけなければならない。内需拡大を戦略的基点とし、実体経済の

発展を堅実な基礎とし、改革・イノベーションの加速を強大な動力とし、民生の保障・改

善を根本目的としなければならない。現在と長期を統一的に企画し、成長空間の開拓を更

に重視し、成長の質の向上を更に重視し、発展の活力を奮い立たせることを更に重視し、

発展の成果を共に享受することを更に重視しなければならない。経済社会発展における難

題の解決に力を入れ、経済の平穏で比較的速い発展を促進し、社会の調和のとれた安定を

維持し、経済社会発展の予期目標の実現に努力することによって、第 18 回党大会を際立っ

た成績で成功裏に迎えなければならない。

各地方・各部門は思想・行動を中央の経済情勢分析・判断及び各種の政策決定・手配に

統一させ、心を一つにして協力し、着実に仕事をしっかりこなし、経済社会発展の各種政

策が更に大きな成果を得ることを確保しなければならない。

①マクロ・コントロールをさらに強化しなければならない

積極的財政政策と穏健な金融政策を引き続き実施し、構造的減税政策を強化し、マネー・
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貸出の平穏で適度な伸びを維持しなければならない。

②内需拡大に力を入れなければならない

個人消費の能力・環境を改善し、グリーン製品・サービスの消費を積極的に促進しなけ

ればならない。

投資構造を最適化すると同時に、民間投資を促進する政策措置を実施し、国家重大プロ

ジェクトの建設支援を増やさなければならない。

③経済構造の調整を推進しなければならない

イノベーションの駆動作用を強化し、産業のグレードアップを促進し、いささかも手を

緩めることなく省エネ・汚染物質排出削減をしっかり行わなければならない。小型・零細

企業・サービス業の発展を大いに支援し、地域の協調発展・都市化を推進しなければなら

ない。

④農業の基礎的地位を強化しなければならない

食糧等主要農産品の生産をしっかり行い、農業の再度豊作の実現に努力しなければなら

ない。

⑤重要商品の需給調節をしっかり行い、物価総水準の安定を維持しなければならない。

⑥対外経済の安定を促進しなければならない

対外貿易の安定化政策を実施・整備し、市場の多元化戦略を実施、国際競争の新たな優

位性を積極的に育成しなければならない。

⑦財政・税制、金融、価格、医薬・衛生、教育・文化等の分野の改革を深化させ、体制メ

カニズムの方面で不断に新たな進展を得るよう努力しなければならない。

⑧不動産市場コンロトール政策を断固として貫徹執行しなければならない

投機的・投資的需要を断固として抑制し、住宅価格の反転上昇を確実に防止しなければ

ならない。一般分譲住宅とりわけ中小タイプの住宅の供給を増やし、社会保障的性格をも

つ安住プロジェクト建設をしっかり保障し、庶民が自身で住む合理的な住宅需要を満足さ

せなければならない。

⑨民生の保障・改善に力を入れなければならない

就業の安定・拡大に力を入れ、社会保障政策を実施・整備し、教育・文化・衛生等基本

公共サービスを強化しなければならない。社会管理を刷新し、社会の調和のとれた安定を

維持しなければならない。

（8 月１日記）


